
服用中に注意していただきたいこと

無力症、疲労、倦怠感

発疹、そう痒症、皮膚乾燥、皮膚亀裂、ざ瘡等の皮膚症状、

爪の障害、脱毛、皮下出血、皮膚血管炎

結膜炎、眼瞼炎、角膜炎、角膜びらん、眼乾燥

下痢、嘔気、嘔吐、食欲不振、口内炎、口内乾燥

白血球減少、血小板減少

肝機能障害（AST上昇、ALT上昇等）

血管浮腫、蕁麻疹

鼻出血、INR上昇、出血、クレアチニン上昇、蛋白尿、発熱
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● 服用中に、息切れ、呼吸困難、咳、発熱といったかぜのような症状があらわれたら、すぐに医療
機関を受診してください。

● 服用中は、体の状態をきちんと把握しておく必要があります。定期的に、肺を調べるためのレン
トゲン検査やCT検査、肝臓の機能を調べるための血液検査を行います。

● 必要に応じて心電図検査を行うことがあります。

● かならず医師の指示に従って服用してください。自分の判断で飲む量や回数を変えたり、服用を
中止したりしないでください。

● グレープフルーツジュースは、このお薬の作用を強くして副作用を起こすおそれがあります。

● セイヨウオトギリソウ（セント・ジョーンズ・ワート）を含む健康食品などは、このお薬の作用
を弱める可能性があります。

● ほかのお薬と一緒に飲むときは、医師または薬剤師に事前に相談しましょう。

● 力が入らないなどの症状があらわれることがあるため、自動車の運転や危険を伴う機械の操作を
する場合には注意してください。

● 治療中の女性の方は妊娠を避けてください。また、授乳も避けてください。

● 絶対にほかの人に譲らないでください。
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その他の副作用

ほかにも気になる症状があらわれたときは、医師や看護師、薬剤師に相談してください。

ゲフィチニブ錠250mg「サワイ」とは

についてのご説明

ゲフィチニブ錠250mg「サワイ」（以下、ゲフィチニブ）は、がんの増殖
に関わっている上皮成長因子受容体（EGFR）というタンパク質にピン
ポイントに作用して、がんの増殖をおさえる抗がん剤です。
ゲフィチニブは「EGFRチロシンキナーゼ阻害剤」とよばれる抗がん剤
のひとつです。
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